
糖尿病内分泌内科 

 

糖尿病内分泌内科は「糖尿病およびあらゆる内分泌疾患に対して、チーム医療による総合的

な診断・治療にあたり、合併症の発症・進行を防ぐ」ことを目標にした診療を行っている。

糖尿病診療では病態の精査、合併症の評価、適切な治療方針の決定、メディカルスタッフ皆

が参加するチームでおこなう療養指導・教育とともに、病診連携に力を入れた診療を推進し

ている。内分泌疾患では、的確な精査・診断による治療方針にもとづき、かつできる限り一

人ひとりの患者背景に添ったフォローをかかりつけ医療機関とともにすすめる診療を目指

している。内分泌疾患や糖尿病合併症の診療には、専門各診療科との協力が不可欠である中、

当院は高度な専門性を有する診療科を擁しており、複数診療科と連携した精査・診断と治療、

さらには近隣医療機関と協力したフォローにいたるまで、完結した医療が提供できるよう

努めている。2023 年度に診療は当院医師 9 名（理事長稲垣暢也医師、診療科濵崎暁洋、本

庶祥子、澁江公尊、泉諒太、長谷部雅士、酒井麻里子、塚口諒、松城真里医師）、および外

来非常勤医師 2名（佐藤雄一医師、瀬野陽平医師）が担当した。前年度末 2023年 3月に田

辺悦子医師が退職し、2023 年 4 月からは泉諒太副部長が京都大学糖尿病・内分泌・栄養内

科より当院北野カデットプログラム５期生として着任、レジデント医師として酒井麻里子

医師（再度着任）、松城真里医師が診療に加わった。2024年 3月には長谷部雅士医師、松城

真里医師が退職し、同 4月より成田晃大医師、西川祐貴医師が、さらに 7月からは佐坂佐織

医師が、レジデント医師として診療に加わっている。研究活動では、当院の多様で豊富な臨

床経験を活かし、診療に直結すると同時に独創的な見地を目指した様々な課題に積極的に

取り組んでおり、内分泌疾患、代謝異常にかかる分子生物学的、病態生理学的機序やグロー

バルな臨床試験からのメタアナリシスを国際学術誌に報告するなど、医学・医療の進歩に寄

与する成果を発信している。 

 

 

a. 体制 
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専門 ：糖尿病・内分泌疾患 

 

松城 真里（まつしろ まり） レジデント 
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b. 診療実績 

 

 年間入院患者数 

糖尿病 236 

下垂体疾患 51 

副腎疾患 31 

甲状腺・副甲状腺疾患およびその他 84 

 

 

 

c. 研究実績 

 

【研究】 

 

1 食事療法の計画・実行支援 AI プログラムにより PHR・EHR を糖尿病重症化予防医療に

活用する仕組みの研究開発 （京都大学等との共同研究）（AMED予防・健康づくりの社

会実装に向けた研究開発基盤整備事業 2021-2023年度） 

2 医療機器イノベーション推進事業 開発･事業化事業／糖尿病の個別化栄養治療を 

支援する新医療機器プログラムの開発・事業化（京都大学、株式会社 asken等との共同

研究）（AMED医工連携イノベーション推進事業 2021-2023年度） 

3 膵α細胞の IRS1制御性オートファジーにて調節されるグルカゴン分泌調節機構の探索

（科学研究費助成事業 2022-2024年度 若手研究）（渋江公尊） 

4 インスリン自己注射手技の適切な再教育による血糖コントロール改善の探索的調査

（日本ベクトンディッキンソン社と共同研究）（越井由佳子、竹内麻衣、本庶祥子、境

内大和、瀬野陽平、濵崎暁洋、岩﨑可南子、岩﨑順博、綾野志保） 

5 内分泌代謝疾患の新規バイオマーカーの探索（瀬野陽平、長谷部雅士、酒井麻里子、渋

江公尊、本庶祥子、濵崎暁洋、阿部 恵、 吉治智志、岩﨑順博、岩﨑可南子、境内大

和、綾野志保、木村貞仁、原口卓也） 

6 遺伝性内分泌代謝疾患診断のための遺伝子解析研究（瀬野陽平、長谷部雅士、酒井麻里

子、渋江公尊、本庶祥子、濵崎暁洋、阿部 恵、吉治智志、岩﨑順博、岩﨑可南子、境

内大和、綾野志保） 

7 代謝内分泌疾患の病態生理解明と治療効果検討のための観察研究（瀬野陽平、長谷部雅

士、酒井麻里子、渋江公尊、本庶祥子、濵崎暁洋、阿部 恵、吉治智志、岩﨑順博、岩

﨑可南子、境内大和、綾野志保、木村貞仁、原口卓也） 

8 GH 産生下垂体腺腫における術後再発および薬物療法有効性予測因子の検討（京都大学



と共同研究）（本庶祥子、濵崎暁洋、岩﨑順博、岩崎可南子） 

9 妊娠時耐糖能異常症例に対する介入効果の研究（綾野志保、博多恵美、増田有美、古河

てまり、竹内麻衣） 

10 1 型糖尿病患者における低血糖応答性グルカゴン分泌機構に関する研究（渋江公尊） 

11 アミノ酸投与によるミトコンドリア機能改善に関する研究（渋江公尊） 

12 インスリンシグナルを介したグルカゴン分泌制御についての研究（渋江公尊） 

13 糖尿病と癌の発症についての後方視的研究（本庶祥子） 

14 原発性アルドステロン症の診断および治療経過に関する研究（本庶祥子、濱崎暁洋） 

15 糖尿病患者における膵癌発生の前向き観察研究（消化器内科との共同研究）（本庶祥子、

濱崎暁洋） 

16 高齢者糖尿病患者の予後と予後にかかる因子、サルコペニアの評価と介入に関する研

究（本庶祥子、角田晃啓、越井由佳子、濱崎暁洋） 

17 全科型糖尿病診療サポートチームの多面的効果に関する検討（竹内麻衣） 

18 インスリン分泌と感受性、インクレチン作用の定量的評価、腸内環境と内分泌・代謝修

飾連関の解明に関する研究（濵崎暁洋） 

19 日常診療環境において持続的運用が可能なデータベースとその統合についての検討

（濵崎暁洋） 
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